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1．はじめに  

2024 年 1 月 1 日 16 時 10 分，石川県能登地方で Mj 

7.6 の地震が発生した．震源の深さは約 16 km，震源

位置は北緯 37.5 度，東経 137.3 度であり，北西－南

東方向に圧縮軸を持つ逆断層型の地震であった 1) ．

この地震により，石川県の道路ネットワークは甚大

な被害を受けた．特に，国道 249 号沿岸部およびの

と里山海道・穴水道路では，盛土被害により道路の交

通機能が途絶した区間が多数発生し 2) ，救援・復旧

に大きな影響を及ぼした． 

図 1 能登半島地震，のと里山海道の位置関係 

 

本研究では，のと里山海道を着目し，現地調査で得

られた写真や動画，GIS を用いてジオリファレンス

を行った道路施工図面，および道路施工前と地震後

に撮影された航空写真のオルソ画像などをもとに，

被害箇所の位置と規模を整理した．これらの資料を

用いて，道路盛土の構造形式や地形条件と被害発生

との関係を検討し，被害に影響を与える盛土パラメ

ータについて分析を行った． 

2．のと里山海道 

のと里山海道は，内灘町千鳥台から穴水 IC までを

結ぶ，全長約 90 km の自動車専用道路である．当該

道路は1982年に「能登有料道路」として全線開通し， 

2013 年には無料化に伴い「のと里山海道」と改称さ

れた． 

2007 年 3 月 25 日 09 時 41 分に，石川県能登地方

で Mj 6.9 の地震が発生した．この地震で，のと里山

海道では盛土崩落，道路面のクラックなどの被害が

生じた．そのうち，大規模な盛土崩落は徳田大津 IC

から越の原 IC までの区間に集中していた 3)． 

本研究では，のと里山海道の徳田大津 IC から穴水

IC までの約 26.7 km の区間を対象とした．図 1 にそ

の位置を示す．この区間では，2007 年および 2024 年

の両地震で盛土被害が多く確認された． 

3．被害の分析 

本研究の対象区間において，2024 年能登半島地震

の被害を抽出した．その結果，図 2 に示すように，

中規模以上の被害が計 66 箇所確認され，そのうち大

規模被害は 29 箇所であった．また，被害の大部分は

盛土部に集中しており，盛土被害が 62 箇所（うち大

規模 28 箇所），切土被害が 4 箇所（うち大規模 1 箇

所）であった．このうち，単一の盛土が複数の被害を

受けている事例も確認された．さらに，被害の分布に

は区間的な特徴があり，特に横田 IC～別所岳 SA の

間で被害が多く確認された．この区間では，被害件数

が多いだけでなく，大規模被害の発生数も最も多か

った． 

図 2 区間別被害数 
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表１ タイプ別および区間別盛土数 

 

本研究では主に盛土被害を対象とした．被害規模

の区分は，航空写真の目視判読結果に基づいて行っ

た．大規模被害は，盛土の滑動崩落による道路の欠

壊，または道路舗装の広範な破損が認められるもの

とし，その規模は被害範囲がおおむね路面幅員の 3

倍を超える事例と定義した．これらは航空写真上で

明瞭に確認できる．一方，中規模被害は，道路面に段

差や沈下，亀裂などの変状が認められ，航空写真の目

視判読によっても識別可能な事例とした． 

4．盛土の分析 

対象区間において，筆者が設定した区分ルールに

従って盛土と切土を区分し，各盛土・切土単元に番号

を付した．その結果，盛土 110 箇所，切土 123 箇所

が確認された．さらに，「特定道路土工構造物」の定

義 4) に基づき，高さ 10 m 以上を高盛土，15 m 以上

を長大切土として抽出したところ，高盛土は90箇所，

長大切土は 55 箇所であった． 

研究対象とする 110 箇所の盛土について，道路区

間，盛土タイプといった地理・地形的要素，ならびに

長さ，高さという幾何的寸法に基づいて整理を行っ

た．結果は表 1 および図 3 に示す通りである． 

図 3 盛土の高さと長さの散布図 

5．まとめ 

 本研究では，2024 年能登半島地震における盛土被

害の特徴を明らかにすることを目的として，被害に

影響を与える盛土パラメータについて分析を行った．

その結果，盛土の高さと被害の規模との間に強い相

関が認められた（図４参照）．また，谷埋め型盛土で

は被害の発生頻度が高く，地形条件の影響が大きい

ことも明らかとなった． 

図 4 盛土高さ別の分布および被災率 

 

今後は，徳田大津 IC から穴水 IC までの DSM モデ

ルを用いて集水面積を算出し，集水条件と盛土被害

との関係を明らかにするとともに，大規模被害箇所

を対象とした安定解析を実施する予定である． 
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タイプ 

 

区間 

谷埋め型盛土 腹付け型盛土 平地型盛土 

総数 被災率 合

計 

被災盛土 合

計 

被災盛土 合

計 

被災盛土 

中規模被災 大規模被災 中規模被災 大規模被災 中規模被災 大規模被災 

徳田大津 IC～横田 IC 31 6 6 13 2 0 1 0 0 45 31.1% 

横田 IC～別所岳 SA 29 8 13 5 1 1 0 0 0 34 67.6% 

別所岳SA～越の原 IC 12 6 4 3 1 0 0 0 0 15 73.3% 

越の原 IC～穴水 IC 8 3 2 3 0 0 5 1 0 16 37.5% 

総数 80 23 25 24 4 1 6 1 0 110 49.1% 
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